
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ連盟の主要プログラム｢夢を生きる：女性のための教育・訓練賞®｣

は、1972 年以来、今以上の教育や技能訓練を得ることによって、より良

い生き方を目指している女性を応援し、支援しています。 

 

 

応募資格 
 

 家族に対して主な経済的扶養責任を 

負っている 

 

 高校と同等機関、職業・技能訓練プロ

グラムもしくは専門学校、短期大学、

大学の学部課程に在籍している、         

もしくは入学許可を得ている 

 

 経済的援助を必要としている 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョンは 2026年に 40周年を迎えました 

応募締切日：2026年 11月 15日（日）

（水） 

 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン事務局           

Eメール siajph@sia-higashi.com 

 

クラブ 
推薦クラブより資金提供 

           

日本東リジョン 
1位                 1名 5,000ドル 

2位                 1名 3,000ドル 

日本東リジョン賞      5～10名 20万円 

日本東リジョン奨励賞 10～15名 10万円 

国際ソロプチミストアメリカ

（SIA）上位 3名 10,000ドル 
上位 3名 10,000ドル 

新たな人生を 

スタートさせてみませんか？ 
夢を生きる賞はソロプチミストの主要プログラムです 

応募者をご紹介ください 

 

 

申請書はこちらの HP か

らダウンロードできます 

※クラブから 1名がリジョンの審査に推薦され、

さらにリジョンの 1位が SIAに推薦されます 

このプログラムは国連経済社会局（UN DESA）において 

SDGｓベスト・プラクティス賞に選ばれました 

 

    「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞」については以下にお問い合わせください 

 



 

 

 

 

 

 

 

1都 8県 

（東京 千葉 群馬 茨城 神奈川 新潟 埼玉 栃木 山梨） 

71 クラブ 約 1,000名 

北リジョン 中央リジョン 西リジョン 南リジョン 東リジョン 

日本 5 リジョン 約 500 クラブ 約 7,000名 

SIは 5つの連盟で構成されています。日本は国際ソロプチミストアメリカに所属しています 

 

国際ソロプチミストアメリカ 

18の国と地域 

 約 1,1００ｸﾗﾌﾞ  

約 25,000名 

国際ソロプチミストヨーロッパ 

国際ソロプチミストアメリカ 

国際ソロプチミストアフリカフェデレーション 

国際ソロプチミストグレートブリテン＆アイルランド 

国際ソロプチミストサウス・イースト・アジア・パシフィック 

国際ソロプチミスト（SI） 
国際ソロプチミストは世界約 115の国と地域に 3，000 クラブ約 65，000名の会員を持ち、

国連の経済社会理事会（ECOSOC）総合資格を持つ数少ない女性の NGOです 

「夢を生きる賞」受賞者の声 

私は今、7歳の息子を育てながら大学に通うシングルマザーです。 

2022年度連盟リジョン賞 2位をいただいたことは、人生の中で忘れられない出来事となりまし

た。何よりも心に残っているのは、「あなたを応援しているよ」という、たくさんの温かな気持ちをい

ただけたことです。毎日一人で頑張る中で、こんなにも多くの人が見守ってくれているんだと知

り、涙が出るほど嬉しかったです。私は一人じゃないんだと、初めて心から思えました。 

この賞をきっかけに、東京大学名誉教授・上野千鶴子先生との対談にもつながり、自分の人生

が少しずつ動き出している実感を持つことができました。 

「夢を生きる賞」は、経済的な支援にとどまらず、心に寄り添ってくれる大きな愛のような存在で

す。あの時感じた温もりが、これからこの賞に出会う誰かにも届き、新しい扉を開く勇気になります

ように。心から、そう願っています。 

（文：2024年現在） 

双子を育てながら看護学校へ通った日々は、想像以上に厳しいものでした。授業や実習、家

事、育児に追われ、金銭的にも精神的にも限界を感じ、看護師の道を諦めざるを得ないかもし

れないと悩んだこともあります。そんな時、国際ソロプチミストの「夢を生きる賞」と出会いました。

いただいたご支援は、学費や生活面で大きな助けとなっただけでなく、「あなたを応援している」

という温かい思いが、私の背中を強く押してくれました。おかげで看護学校を無事に卒業し、国

家試験にも合格。現在は美容看護師として、人々の自信や笑顔を引き出すお手伝いをしてい

ます。受賞をきっかけに登壇や貴重な経験をいただき、自分の視野と可能性が大きく広がりまし

た。これからも日々の仕事を通じて、多くの方の人生を前向きにするお手伝いを続け、支えてく

ださった方々へ感謝の気持ちを形にしてまいります。 


